　　　　　　
板橋区第三次文化芸術振興基本計画（素案）に関する

パブリックコメント（意見）の概要と区の考え方
１　実施目的

板橋区第三次文化芸術振興基本計画（素案）に関する意見の募集

２　意見募集期間

　　平成２７年１１月２８日（土）から平成２７年１２月１１日（金）（１４日間）

３　板橋区第三次文化芸術振興基本計画（素案）の閲覧場所

（１）区ホームページ

（２）文化・国際交流課窓口

（３）区政資料室

（４）区立各図書館

４　意見の提出方法

　　直接、郵送、FAX、Eメール、区ホームページ

５　提出人数と意見数

　（１）提出人数：４名
（２）意見数：４件（Eメール４件）
６　意見の概要と区の考え方

　　裏面のとおり

板橋区第三次文化芸術振興基本計画素案に対する

パブリックコメント（意見）について

	№
	項目
	意見の概要
	区の考え方

	１
	重点目標
	区内の公共施設や駅などで、文化芸術に関する催事情報を手軽に入手できるようにしてほしい。
	本計画では、多様な文化芸術情報の収集と発信を重点目標として位置づけ、区内公共施設をはじめとした様々な施設においても、区民が多様な文化芸術に関する情報を入手できる機会の充実に取り組んでいきます。

	２
	今後の方向性
	区の文化施設において、もっと気軽に足を運べるスペースや休憩所、無料イベントなどを増やして欲しい。
	本計画では、美術館など文化施設のさらなる魅力増進を今後の方向性として位置づけ、区民にいちばん身近で愛されるような文化施設になれるように環境整備を行うとともに、より魅力的な文化施設や文化事業を目指していきます。

	３
	
	東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会について、文化芸術に関する分野からはどのように盛り上げていくのか。
	本計画では、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた文化芸術事業の推進を今後の方向性として位置づけ、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とし、多くの方が東京を訪れることが想定されるため、実際に足を運んでもらえるような区ならではの文化の形成・発信を行っていきます。
具体的な施策の展開については、区における「2020年東京オリンピック・パラリンピック推進本部会」での協議・検討により進めていきます。

	４
	その他
	これからの文化芸術を担っていくであろう子どもに対する文化芸術の参加の機会についてはどのように考えているか。

子どもが文化芸術に触れる機会が少ないと、板橋区の伝統芸能の活気が失われていってしまうのではないか。
	子どもが文化芸術に触れる機会を拡充することは大変重要であると考えます。本計画では「次代の文化芸術を創造する人材の育成」を基本施策の一つに掲げ、子どもが様々な分野の文化芸術に触れ、体験できる機会を創出しています。
また、伝統芸能については「ふるさと文化伝承事業」を計画事業の一つに掲げ、民俗芸能が伝承されている地域の小学校を拠点として、地域の民俗芸能保存団体と連携した体験学習を実施しています。
区をはじめ様々な関連団体や機関が各々の役割を果たし、一層の協力のもと、子どもが文化芸術に触れる機会の充実に取り組んでいきます。
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